
技術・家庭科（家庭分野） 学習指導案 

                                                          学校名 京田辺市立大住中学校 

指導者名     玉井 麻衣 
１  対象  第２学年７組 35 名 

２ 日時  令和４年 11月９日 水曜日 第２校時 （９：55～10：45） 

３ 場所  体育館 

４ 題材名 よりよい商品の選択・購入のために「自分や家族の生活に必要なものの購入シミュ

レーション」 Ｃ(１)ア(ｱ)(ｲ)､イ 

５ 題材について 

私たちは、高度情報化、キャッシュレス化など急速な社会の変化により、多様な方法で商品

を手に入れることができるようになった。また、インターネットやＳＮＳ等の利用により、商

品選択に関わる情報を容易に入手できるようになっている。しかし、多様な購入方法や支払い

方法、複雑化した商品に関する情報を理解している生徒は少ないため、必要な情報を収集・整

理し、活用する力が必要になっている。 
本校の生徒に消費生活に関するアンケートを実施した結果、「物や金銭の大切さ」については

約 95％の生徒が理解を示しているのに対して、「物や金銭の計画的な使用」については約 75％

の生徒が計画的に使っていると回答し、実際に実践している生徒の割合は少なくなる傾向にあ

った。また、「何を重視して買うか」については、「値段」や「見た目」と回答する生徒が多く、

「通信販売での購入で失敗したことがある」と回答した生徒も多くいた。これらは商品選択に

関する知識不足や誤った判断が原因と考えられるため、生活に密着した体験的な学習を通して、

自分の消費行動を振り返らせたい。 

本題材は、計画的な金銭管理の必要性、物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理、

売買契約の仕組み、購入方法や支払い方法の特徴について学習しながら、自分や家族の生活に

必要なものの購入計画を立てる活動を通して、物資・サービスの選択・購入に関わる課題を見

いだし、購入について考え工夫させることが主なねらいである。生徒の身近な消費行動から具

体的な場面を想定し、その生活事象を持続可能な社会の構築等の視点で捉え、自立した消費者

としての責任ある消費行動を考えさせたい。 

６ 題材の目標 
（１）購入方法や支払方法の特徴、計画的な金銭管理の必要性、売買契約の仕組みについて理解す

るとともに、物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理が適切にできる。 
（２）自分や家族の生活に必要なものの選択・購入について問題を見いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決す

る力を身に付ける。 
（３）よりよい消費生活の実現に向けて、自分や家族の生活に必要なものの選択・購入について、

課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し、実

践しようとする。 
７ 題材の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・購入方法や支払方法の特徴

が分かり、計画的な金銭管

理の必要性について理解

している。 
・売買契約の仕組みについて

理解しているとともに、物

資・サービスの選択に必要

な情報の収集・整理が適切

にできる。 

自分や家族の生活に必要なも

のの選択・購入について問題を

見いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改善

し、考察したことを論理的に表

現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。 

よりよい消費生活の実現に向

けて、自分や家族の生活に必要

なものの選択・購入について、

課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善したり

して、生活を工夫し創造し、実

践しようとしている。 



８ 指導と評価の計画（全８時間） 
〔１〕自分や家族の消費生活                          １時間 
〔２〕計画的な金銭管理、情報の収集・整理                   ２時間 
〔３〕売買契約の仕組み、多様な購入方法・支払い方法              ２時間 
〔４〕自分や家族の生活に必要なものの購入計画                 ３時間 
次 
時 

ねらい・学習活動 
評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〔１〕 

 
 
１ 

○自分や家族の物資・サービスの選択・購

入、消費行動を振り返り、問題を見いだ

し、課題を設定することができる。 

・自分や家族の生活を振り返り、購入時の

トラブル、消費行動の問題点をまとめる。 

・自分や家族の生活に必要なものを考え、

購入するものを設定する。 

①物資・サービスにつ

いて理解している。 

〈ワークシート〉 

 

①自分や家族の生

活に必要なもの

の選択・購入につ

いて問題を見い

だし、課題を設定

している。 

〈購入計画表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分や家族の生

活に必要なもの

の選択・購入に

ついて、課題の

解決に主体的に

取り組もうとし

ている。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

 

 

②自分や家族の生

活に必要なもの

の選択・購入に

関する課題解決

に向けた一連の

活動を、振り返

って改善しよう

としている。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

 

 

③よりよい消費生

活の実現に向け

て、自分や家族

の生活に必要な

ものの選択・購

入について、工

夫し創造し、実

践しようとして

いる。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

 

〔２〕 
 
２ 
 
 
 
 
３ 

○計画的な金銭管理の必要性について理解

することができる。 

・収支のバランスがとれた金銭管理のため

に、どのように収入を使うかを考え、設

定した購入するものが本当に必要かを検

討する。 

○物資・サービスの選択に必要な情報を適

切に収集・整理することができる。 

・商品の安全性や機能、価格、環境への影

響などについて、購入するものに関する

複数の情報を集めて比較する。 

②計画的な金銭管理

の必要性について

理解している。 

〈ワークシート〉 

〈購入計画表〉 

③物資・サービスの選

択に必要な情報の

収集・整理が適切に

できる。 

〈購入計画表〉 

 

〔３〕 
 
 
４ 
 
 
 
 
 
 
５ 

○売買契約の仕組みや、購入方法・支払い

方法の特徴を理解し、購入するものの購

入方法や支払い方法を検討することがで

きる。 

・購入の際に成立する売買契約について考

え、店舗販売や無店舗販売の特徴につい

て話し合う。 

・支払い方法の種類や特徴、クレジットカ

ードによる三者間契約の利点と問題点を

考える。 

・購入するものの購入方法や支払い方法を

検討し、グループで購入計画を交流しな

がら、購入計画の見直しを行う。 

④売買契約の仕組み、

購入方法や支払い

方法の特徴を理解

している。 

〈ワークシート〉 

 

②自分や家族の生

活に必要なもの

の選択・購入につ

いて、課題解決に

向けて考え、工夫

している。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

〔４〕 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 
８ 
 
本 
時 

○自分や家族の生活に必要なものの購入計

画を評価するとともに、購入計画を発表

し合い、改善することができる。 

・商品の候補は、購入目的に合っているか、

購入方法、支払い方法は適切かなどを確

認しながら自分の購入計画を評価し、購

入計画の発表に向けて準備をする。 

・商品のカテゴリー別にグループ発表会を

行い、意見交流をする。 

・各商品カテゴリーの代表者の発表を踏ま

え、購入計画全体を振り返り、自分の購

入計画の改善点などを考え、次の家庭で

の実践に向けて考えたことをまとめる。 

 ④自分や家族の生

活に必要なもの

の選択・購入に関

する一連の活動

について、考察し

たことを論理的

に表現している。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

③自分や家族の生

活に必要なもの

の購入計画を評

価したり、改善し

たりしている。 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

 
 



９ 本時の目標 

  代表者の購入計画の発表や意見交流を踏まえ、自分の購入計画を振り返り、改善するこ

とができる。 
10 本時の展開（８／８） 

過
程 

学習活動 学習 

サイクル 
学習 
形態 指 導 上 の 留 意 点 

評価 
【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導

入

５

分 

○前時までの学習を振り返り、本
時の学習課題を確認する。 

内化 一斉 ○前時のグループ発表や本時で
の代表者発表を踏まえ、自分
の購入計画・実践の振り返り
に生かすことを確認する。 

 

展

開

33

分 

○グループの代表者が購入計画を
発表する。 

（代表者の発表 各１分半） 
 
 
 
○商品カテゴリーごとに、代表者
の発表を踏まえ、班で意見交流
をする。 

（班での意見交流 約４分） 
 
 
○全体で意見交流をする。 
（全体での意見交流 約４分） 
 
※別の商品カテゴリーも同様の流
れで、代表者発表、班での意見
交流、全体での意見交流を行う。 

 
○消費生活センターの方のアドバ
イスを聞く。 

外化 
↓ 

内化 
 
 
 

内化 
↓ 

外化 
 
 
 

外化 
↓ 

内化 
 
 
 
 

内化 

協働 
 
個 
 
 
 

協働 
 
 
 
 
 

一斉 
 
 
 
 
 
 

一斉 
個 

○大型テレビに代表者の購入計
画表を提示する。 

○代表者の発表を聞き、気づい
たことを購入計画表に記録さ
せる。 

 
○班での意見交流の際には、代
表者の良い点や、同カテゴリ
ーの代表者の購入計画を比較
して意見をまとめるように助
言する。 

 
○タブレット端末でまとめた意
見を全体で共有し、自分との
共通点、相違点などに気付く
ようにする。 

 
 
 
○消費生活センターの方に、商
品やサービスなど消費生活全
般に関するプロの視点から、
アドバイスをしていただく。 

自分や家族の生活
に必要なものの選
択・購入に関する一
連の活動について、
考察したことを論
理的に表現するな
どして、購入計画を
評価したり、改善し
たりしている。 
【思考・判断・表現】 

〈活動観察〉 

〈購入計画表〉 

 

 

○自分の取組内容

を振り返って評

価するとともに、

自分や家族の生

活に関連付けて、

今後の実践に生

かせることに気

づき、改善を図ろ

うとしている。 

 

 

 

○購入計画のプロ

セスを振り返っ

て、不十分な点を

確認するなどし

て、これまでに学

習した意思決定

の流れと結び付

けて、評価・改善

できるようにす

る。 

ま

と

め

12

分 

○自分の購入計画の改善点等をま
とめ、購入計画全体を振り返る。 

 
 
 
 
○全体で意見交流をする。 

内化 
 
 
 
 
 

外化 
↓ 

内化 

個 
 
 
 
 
 

協働 

○代表者の発表や他生徒の意見
や消費生活センターの方のア
ドバイスなどを参考にし、改
善点や新たに見つけた課題な
どを記入するよう助言する。 

 
○数名の生徒の振り返りを大型
テレビに映し、発表させる。 

○商品の選択・購入について「
持続可能な社会の構築」等の
視点を持つことの大切さを確
認し、生活での実践への意欲
につなげるようにする。 

 

めあて 買いもの上手プレゼン大会 ～購入計画を振り返り、改善しよう～ 

十分満足できる 
と判断される状況 

努力を要する 
状況への手立て 


